
令和５年度 第３回 伊勢地域公共交通会議 

 
日時 令和６年１月５日（金） 14：00～ 

場所 いせシティプラザ ２階 多目的ホール 

 

 

事   項   書 

 
１．開  会 

 
 
２．議  題 

 
  議案第１号 令和５年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

 

  議案第２号 令和６年度 伊勢市コミュニティバスの運行及び路線・ダイヤ変更について 

 

 

  報告第１号 専門部会「夜間早朝交通対策部会」の内容について 

        ・「観光地における夜間のタクシー増車配備の実証事業」について 

 
 
３．そ の 他 

       

 

４．閉  会 
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議案第１ 号 

 

令和５ 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

 

１  要 旨  

国の地域公共交通確保維持改善事業による支援を受けた事業については、 効果的かつ

効率的に事業を推進するため、 補助金交付要綱及び実施要領により 、 事業の実施状況の

確認及び目標達成状況等の評価（ 一次評価） を 行う こ と になっ ています。  

こ れに伴い、本交通会議で計画・ 実施し た事業について、別紙により 評価（ 一次評価）

を 行い、 中部運輸局へ提出するも のです。  

 

２  補助金の名称  

地域公共交通確保維持改善事業費補助金  

※ 参考： 補助金交付要綱第１ 条  

こ の補助金は、 生活交通の存続が危機に瀕し ている地域等において、 地域の特性・ 実情に

最適な移動手段が提供さ れ、 また、 バリ アフ リ ー化や、 より 制約の少ないシステムの導入等

移動に当たっ ての様々な障害の解消等がさ れる よう 、 地域公共交通の確保・ 維持・ 改善を支

援するこ と を 目的と し ています。   

 

３  評価対象事業  

（ 1）  地域公共交通確保維持事業 

陸上交通における地域内フ ィ ーダー系統 

 ①おかげバス 

（ 鹿海・ 朝熊線、 東大淀・ 明野・ 小俣線、 二見線、 辻久留・ 藤里線、  

 環状線）  

      ②沼木地区自主運行バス（ 市内連絡用（ 1） ・ （ 2） ・ （ 3） 、  

南伊勢高校度会校舎前連絡、 市内連絡・ 買物用（ 1） ）  

 

４  提出書類  

 別紙のと おり  

（ 1） 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（ 中部様式）  

（ 2） 地域公共交通確保維持改善事業・ 事業評価（ 別添１ 、 別添１ －２ ）  
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0
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績
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%
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達
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、
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・
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・
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・

・
・

補
助

基
準

の
下

限
で

あ
る

、
片

道
あ

た
り

１
名

以
上

乗
車

を
目

標

→
市

内
連
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回
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独
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★ ★
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→
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度

会
町

）

★

★
お

か
げ

バ
ス

は
、

東
大

淀
・

明
野

・
小

俣
線

で
最

終
便

を
除

き
す

べ
て

日
赤

発
着

に
変

更
⇒

利
用

が
コ

ロ
ナ

前
の

水
準

ま
で

回
復

。
環

状
線

は
年

度
単

位
で

利
用

者
が

増
加

傾
向

二
見

線
:

小
学

校
等

の
施

設
移

転
に

合
わ

せ
て

バ
ス

停
追

加
の

実
施

辻
久

留
・

藤
里

線
:

要
望

に
合

わ
せ

た
環

状
線

と
の

乗
継

利
便

性
向

上
鹿

海
・

朝
熊

線
:

ダ
イ

ヤ
改

正
の

再
編

後
の

実
績

な
し

各
路

線
大

幅
な

改
正

は
な

く
、

利
用

者
の

コ
ロ

ナ
前

へ
の

回
復

に
至

ら
ず

⇒
利

用
者

・
非

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
調

査
等

を
勘

案
し

た
ダ

イ
ヤ

改
正

の
検

討
要

5



3
.【

C
h
e
ck

】
計

画
の

目
標

の
達

成
状

況
と

そ
の

理
由

に
つ

い
て

の
考

察

【
参

考
】

利
用

者
数

の
推

移

4
,9

2
8
 

4
,6

2
7
 

4
,8

5
8
 

3
,9

8
3
 

4
,3

5
3
 

5
,0

4
4
 

4
,4

61
 

4
,9

5
3
 

4
,9

8
1
 

4
,7

2
8
 

4
,0

9
1
 

4
,7

9
7
 

5
,1

7
2
 

9
,5

3
7
 

9
,1

1
4
 

9
,4

5
1
 

7
,9

5
0
 

8
,6

6
0
 

1
0
,3

9
7
 

9
,3

72
 

9
,7

7
3
 

9
,8

8
9
 

9
,7

0
7
 

8
,6

3
0
 

9
,4

6
5
 

1
0
,1

1
1
 

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

お
か

げ
バ

ス
利

用
者

数
推

移

お
か

げ
バ

ス
4
路

線

お
か

げ
バ

ス
4
路

線
+
環

状
線

目
標

値
ラ

イ
ン

（
お

か
げ

バ
ス

4
路

線
）

目
標

値
ラ

イ
ン

（
お

か
げ

バ
ス

4
路

線
＋

環
状

線
）

令
和

４
年

1
9
6
 

1
75

 
1
54

 

1
2
0
 

1
5
9
 

1
7
9
 

1
7
2

1
8
0

2
1
3

1
7
6

1
7
9
 

2
0
8
 

2
1
7
 

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

沼
木

バ
ス

利
用

者
数

推
移

目
標

値
ラ

イ
ン

（
沼

木
バ

ス
）

令
和

４
年

令
和

５
年

令
和

５
年

令
和

５
年

度
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
期

間

令
和

５
年

度
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
期

間

6



3
.【

C
h
e
ck

】
計

画
の

目
標

の
達

成
状

況
と

そ
の

理
由

に
つ

い
て

の
考

察

【
参

考
】

直
近

2
ヶ

月
の

状
況

沼
木

地
区

自
主

運
行

バ
ス

２
か

月
間

（
R
5
.1

0
～

1
1
）

利
用

状
況

目
標

（
R
6
年

度
の

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

）
実

績
達

成
率

市
内

連
絡

用
（

1
）

3
1
1人

/年
×

2/
12

（
２

ヶ
月

分
）

＝
52

人
6
4
人

12
3
%

市
内

連
絡

用
（

2
）

9
3
3
人

/年
×

2
/1

2
（

２
ヶ

月
分

）
＝

1
5
6
人

1
4
人

9
%

市
内

連
絡

用
（

3
）

3
1
1人

/年
×

2/
12

（
２

ヶ
月

分
）

＝
52

人
2
7
人

5
2
%

南
伊

勢
高

校
度

会
校

舎
前

連
絡

3
1
1人

/年
×

2/
12

（
２

ヶ
月

分
）

＝
52

人
3
4
人

6
5
%

市
内

連
絡

・
買

物
用

（
1
）

1
,5

55
人

/年
×

2/
1
2
（

２
ヶ

月
分

）
＝

2
5
9
人

2
6
1
人

10
1
%

計
57

1
人

4
0
0
人

7
0
%

お
か

げ
バ

ス
２

か
月

間
（

R
5
.9

～
1
0
）

の
利

用
状

況

目
標

値
（

R
6
年

度
の

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

）
実

績
達

成
率

鹿
海

・
朝

熊
線

1
0
,2

00
人

/年
×

2
/1

2
（

2
ヶ

月
分

）
＝

1
,7

0
0
人

1
,3

9
4
人

8
2
%

東
大

淀
・

明
野

・
小

俣
線

2
0
,3

00
人

/年
×

2
/1

2
（

2
ヶ

月
分

）
＝

3
,3

8
3
人

4
,1

0
8
人

1
2
1
%

二
見

線
1
3
,3

00
人

/年
×

2
/1

2
（

2
ヶ

月
分

）
＝

2
,2

1
6
人

2
,1

1
9
人

9
5
%

辻
久

留
・

藤
里

線
1
2
,7

00
人

/年
×

2
/1

2
（

2
ヶ

月
分

）
＝

2
,1

1
6
人

2
,3

4
8
人

1
1
1
%

環
状

線
5
7
,9

20
人

/年
×

2
/1

2
（

2
ヶ

月
分

）
＝

9
,6

5
3
人

9
,6

0
7
人

1
0
0
%

計
19

,0
68

人
1
9
,5

7
6
人

1
0
3
%

達
成

未
達

成

【
目

標
値

】
鹿

海
・

朝
熊

線
は

コ
ロ

ナ
前

の
令

和
元

年
度

比
9

0
%

、
東

大
淀

・
明

野
・

小
俣

線
は

令
和

元
年

度
比

並
み

、
二

見
線

は
令

和
元

年
度

比
8

0
％

、
辻

久
留

・
藤

里
線

は
令

和
元

年
度

比
7

0
%

の
利

用
者

数
で

設
定

環
状

線
は

、
社

会
実

験
運

行
時

か
ら

の
目

標
で

あ
る

１
周

あ
た

り
1

0
名

の
利

用
者

数
を

目
標

値
と

し
て

設
定

達
成

未
達

成

達
成

未
達

成

未
達

成

【
目

標
値

】
補

助
基

準
の

下
限

を
基

準
（

片
道

あ
た

り
1

名
以

上
乗

車
）

→
通

学
利

用
で

確
実

に
定

期
利

用
が

あ
る

朝
の

通
学

時
間

の
「

床
ノ

木
発

神
薗

行
き

（
市

内
連

絡
用

(1
)）

」
、

沼
木

バ
ス

の
メ

イ
ン

と
な

る
度

会
町

～
沼

木
地

区
の

系
統

（
市

内
連

絡
・

買
物

用
(1

)）
で

目
標

を
上

回
っ

て
い

る
。

達
成

達
成

未
達

成

未
達

成 未
達

成

※
目

標
値

を
令

和
5

年
度

の
も

の
か

ら
見

直
し

て
い

ま
す

7



3
.【

C
h
e
ck

】
計

画
の

目
標

の
達

成
状

況
と

そ
の

理
由

に
つ

い
て

の
考

察

【
参

考
】

（
改

訂
）

伊
勢

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

の
評

価
指

標
と

現
況

値

Ｎ ｏ
指

標
計

画
策

定
時

（
H

3
0
年

度
数

値
）

令
和

４
年

度
（

R
4
.4

～
R
5
.3

）
目

標
値

（
R
7
年

度
）

1
路

線
バ

ス
の

利
用

者
数

（
外

宮
内

宮
線

・
Ｃ

Ａ
Ｎ

ば
す

・
二

見
サ

ン
ア

リ
ー

ナ
線

を
除

く
）

1,
5
8
4,

3
0
0人

1,
1
2
9,

4
0
0人

1,
5
8
0,

0
0
0人

2
お

か
げ

バ
ス

・
お

か
げ

バ
ス

デ
マ

ン
ド

の
利

用
者

数
8
1
,6

5
4
人

11
5
,7

5
4
人

8
9
,0

0
0
人

3
沼

木
バ

ス
の

利
用

者
数

（
ス

ク
ー

ル
用

を
除

く
）

※
令

和
3
年

度
よ

り
沼

木
バ

ス
デ

マ
ン

ド
も

含
む

3,
7
2
2人

2,
3
3
2人

3,
7
0
0人

4
年

間
利

用
者

数
7
2
名

未
満

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
停

留
所

の
割

合
3
1
％

2
8
％

2
1
％

5
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

の
交

通
環

境
満

足
度

（
満

足
・

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

満
足

）
4
9
％

4
4
％

5
9
％

6
内

宮
の

参
拝

者
の

公
共

交
通

利
用

率
3
1
％

2
5
％

3
5
％

7
路

線
バ

ス
の

利
用

者
数

（
外

宮
内

宮
線

・
Ｃ

Ａ
Ｎ

ば
す

・
二

見
サ

ン
ア

リ
ー

ナ
線

）
2,

6
7
6,

6
0
0人

1,
5
7
6,

9
0
0人

3,
0
0
0,

0
0
0人

8
公

共
交

通
の

啓
発

・
利

用
促

進
事

業
に

参
加

し
た

人
数

8
5
7
人

1,
3
02

人
9
4
0
人

9
お

か
げ

バ
ス

・
お

か
げ

バ
ス

デ
マ

ン
ド

の
ペ

ー
ジ

（
伊

勢
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
ア

ク
セ

ス
数

3
8
,3

76
件

7
2
,3

68
件

4
2
,0

00
件

1
0

伊
勢

地
域

公
共

交
通

会
議

の
開

催
数

5
回

/年
4
回

/年
4
回

/年

未
達

成

未
達

成

達
成

未
達

成

未
達

成

未
達

成

未
達

成

達
成

達
成

達
成

8



4
.【

A
ct

】
計

画
目

標
の

達
成

に
向

け
た

今
後

の
取

組
方

針

●
課

題
と

対
応

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス

・
お

か
げ

バ
ス

:
東

大
淀

・
明

野
・

小
俣

線
と

環
状

線
を

除
き

コ
ロ

ナ
前

の
利

用
者

数
に

は
戻

っ
て

い
な

い

⇒
東

大
淀

・
明

野
・

小
俣

線
は

日
赤

へ
発

着
す

る
本

数
を

増
や

す
な

ど
ダ

イ
ヤ

の
改

善
で

利
用

が
回

復

⇒
鹿

海
・

朝
熊

線
の

よ
う

な
減

少
傾

向
の

路
線

は
特

に
、

利
用

の
調

査
や

バ
ス

停
位

置
や

路
線

の
再

編
、

非
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

調
査

等
を

勘
案

し
た

ダ
イ

ヤ
改

正
な

ど
の

検
討

が
必

要

・
沼

木
バ

ス
:

コ
ロ

ナ
禍

か
ら

回
復

傾
向

だ
が

、
補

助
基

準
を

満
た

す
系

統
は

毎
朝

の
通

学
定

期
利

用
便

の
み

⇒
通

学
利

用
も

定
期

利
用

の
高

校
生

の
卒

業
で

厳
し

い
。

地
域

間
幹

線
系

統
の

路
線

バ
ス

と
の

接
続

は
可

能
な

限
り

実
施

、
そ

れ
も

含
め

て
沼

木
バ

ス
を

ア
ピ

ー
ル

沼
木

バ
ス

の
利

用
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
ダ

イ
ヤ

や
停

留
所

の
調

整
の

継
続

（
予

約
制

の
デ

マ
ン

ド
も

同
様

）

〇
公

共
交

通
機

関
の

周
知

・
利

用
啓

発

・
啓

発
手

段
と

し
て

、
時

刻
表

の
作

成
配

布
、

広
報

誌
で

の
情

報
発

信
、

バ
ス

の
乗

り
方

＆
交

通
安

全
教

室
の

開
催

、
バ

ス
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

な
ど

を
実

施

・
令

和
５

年
度

は
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

乗
り

方
教

室
を

行
う

こ
と

が
で

き
ず

⇒
募

集
し

て
申

込
を

待
つ

の
で

は
な

く
、

こ
ち

ら
か

ら
呼

び
か

け
て

乗
り

方
教

室
の

開
催

を
実

施
す

る
必

要

・
観

光
目

的
の

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
来

訪
も

回
復

基
調

⇒
流

れ
に

乗
り

、
観

光
部

署
や

関
係

事
業

者
と

の
連

携
、

市
外

へ
の

周
知

・
利

用
啓

発
に

も
取

り
組

み
た

い

〇
バ

ス
の

利
用

環
境

の
改

善

⇒
環

状
線

で
の

乗
継

割
引

券
、

バ
ス

情
報

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

Ｇ
Ｔ

Ｆ
Ｓ

-Ｊ
Ｐ

で
の

デ
ー

タ
提

供
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

実
施

⇒
路

線
バ

ス
で

開
始

し
た

G
o

o
g

le
マ

ッ
プ

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
表

示
の

お
か

げ
バ

ス
で

の
導

入
や

、
ア

プ
リ

で
の

お
か

げ
バ

ス
１

日
券

の
販

売
も

順
次

実
施

し
、

利
用

の
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

が
下

が
る

取
り

組
み

を
継

続
し

て
い

き
た

い
。

9



5
.直

近
2
年

間
の

二
次

評
価

の
活

用
・

対
応

状
況

年
度

二
次

評
価

結
果

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
（

具
体

的
対

応
内

容
）

今
後

の
対

応
方

針

前 回

・
お

か
げ

バ
ス

環
状

線
の

本
格

運
行

を
開

始
し

、
そ

の
他

の
お

か
げ

バ
ス

や
交

通
機

関
と

の
乗

り
継

ぎ
割

引
を

継
続

し
て

実
施

し
利

用
者

が
増

加
傾

向
に

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
活

性
化

の
た

め
の

重
要

な
こ

れ
ら

の
路

線
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
大

変
評

価
し

ま
す

。

引
き

続
き

乗
継

割
引

制
度

を
実

施
し

て
い

る
ほ

か
、

沿
線

の
病

院
の

移
転

に
伴

っ
た

ダ
イ

ヤ
変

更
を

行
う

な
ど

利
便

性
の

維
持

に
努

め
た

。

環
状

線
が

地
域

に
浸

透
し

た
こ

と
で

利
用

の
伸

び
の

頭
打

ち
も

予
想

さ
れ

る
の

で
、

定
期

的
な

利
用

啓
発

（
P
R
や

チ
ラ

シ
の

作
成

、
バ

ス
の

乗
り

方
教

室
等

）
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

・
過

去
に

市
内

を
走

行
し

て
い

た
ボ

ン
ネ

ッ
ト

バ
ス

の
里

帰
り

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
メ

デ
ィ

ア
等

で
多

数
取

り
上

げ
ら

れ
、

県
内

外
か

ら
訪

れ
る

人
達

に
バ

ス
へ

の
関

心
を

高
め

た
こ

と
を

評
価

し
ま

す
。

・
今

年
度

か
ら

再
開

し
た

伊
勢

ま
つ

り
で

の
ブ

ー
ス

出
展

に
お

い
て

、
三

重
県

の
リ

ニ
ア

の
P
R
と

併
せ

て
出

展
を

行
う

な
ど

、
い

わ
ゆ

る
「

コ
ラ

ボ
」

等
の

実
施

に
よ

る
、

よ
り

幅
広

い
層

に
ブ

ー
ス

に
立

ち
寄

っ
て

も
ら

い
、

関
心

や
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

取
り

組
み

は
継

続
し

て
行

い
た

い
。

・
今

後
も

伊
勢

ま
つ

り
等

で
併

せ
出

展
を

行
う

な
ど

、
幅

広
い

層
に

（
バ

ス
等

が
メ

イ
ン

で
な

く
と

も
）

み
て

も
ら

え
る

よ
う

な
啓

発
活

動
や

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

・
観

光
目

的
の

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
来

訪
が

少
な

い
こ

と
か

ら
関

係
す

る
自

治
体

、
部

署
、

事
業

者
と

連
携

し
市

外
で

の
周

知
、

利
用

啓
発

に
期

待
し

ま
す

。

・
現

在
、

摂
社

や
末

社
を

含
め

た
神

宮
1

2
5

社
を

公
共

交
通

機
関

で
訪

れ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
モ

デ
ル

コ
ー

ス
付

き
の

マ
ッ

プ
作

成
を

進
め

て
い

る
。

市
外

か
ら

の
外

宮
内

宮
線

以
外

の
バ

ス
等

の
利

用
促

進
に

つ
な

げ
た

い
。

・
左

記
の

マ
ッ

プ
作

成
後

、
周

知
に

よ
る

認
知

度
の

向
上

を
図

る
。

こ
の

他
に

も
、

公
共

交
通

機
関

で
な

け
れ

ば
で

き
な

い
よ

う
な

（
飲

酒
な

ど
）

、
観

光
利

用
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
い

。

※
前

回
:

令
和

5
年

3
月

1
0
日
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5
.直

近
2
年

間
の

二
次

評
価

の
活

用
・

対
応

状
況

年
度

二
次

評
価

結
果

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
（

具
体

的
対

応
内

容
）

今
後

の
対

応
方

針

前 々 回

利
用

者
の

減
少

に
伴

い
、

路
線

維
持

が
困

難
に

な
っ

て
き

た
事

業
者

路
線

を
沿

線
自

治
会

、
市

、
事

業
者

の
協

働
に

よ
り

、
沿

線
利

用
者

が
よ

り
利

用
し

や
す

い
路

線
や

ダ
イ

ヤ
に

見
直

し
を

行
っ

た
。

R
3.

4.
1
に

ダ
イ

ヤ
変

更
を

行
っ

た
大

湊
線

は
、

主
要

な
伊

勢
市

駅
前

～
ラ

ラ
パ

ー
ク

間
の

運
行

系
統

が
一

部
神

社
線

に
移

行
し

た
こ

と
も

あ
り

運
行

本
数

は
減

少
し

た
。

（
平

日
1
4
本

➡
1
0
本

）
ま

た
、

ラ
ラ

パ
ー

ク
～

大
湊

間
は

、
交

通
空

白
地

の
解

消
の

た
め

に
運

行
系

統
を

分
け

た
た

め
、

実
質

減
便

と
な

り
、

全
体

の
利

用
者

は
減

少
し

た
。

大
湊

線
は

バ
ス

停
を

新
設

し
、

交
通

空
白

地
の

解
消

と
い

っ
た

利
便

性
の

向
上

を
目

的
に

ダ
イ

ヤ
変

更
を

行
っ

た
こ

と
を

、
Ｒ

４
年

度
は

P
R
も

兼
ね

る
形

で
、

大
湊

地
区

の
自

治
会

に
て

高
齢

者
向

け
の

バ
ス

の
乗

り
方

教
室

と
し

て
開

催
し

た
。

大
湊

線
の

P
R
の

継
続

の
ほ

か
、

他
の

市
内

路
線

の
P
R
等

に
も

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

お
か

げ
バ

ス
に

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

や
交

通
系

IC
カ

ー
ド

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

４
か

所
の

バ
ス

停
に

上
屋

を
設

置
し

バ
ス

待
ち

環
境

の
改

善
を

実
施

し
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

お
か

げ
バ

ス
で

の
交

通
系

IC
カ

ー
ド

の
利

用
は

導
入

当
初

よ
り

増
加

し
て

い
る

（
導

入
時

利
用

率
1
9
%

→
現

在
3
0
%

）
。

特
に

IC
カ

ー
ド

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
広

報
紙

や
、

行
政

ch
や

市
の

Yo
u
Tu

b
e
、

地
域

の
情

報
誌

で
触

れ
る

等
、

特
に

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

IC
カ

ー
ド

の
利

用
で

運
賃

が
１

割
引

の
よ

う
な

ア
ピ

ー
ル

に
よ

り
、

引
き

続
き

定
期

的
な

利
用

啓
発

を
行

っ
て

い
く

。
そ

の
他

、
一

日
券

に
お

け
る

電
子

チ
ケ

ッ
ト

の
導

入
の

検
討

等
、

事
業

者
と

協
働

し
て

利
便

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
み

を
継

続
し

て
い

く
。

市
内

を
運

行
す

る
地

域
間

幹
線

系
統

の
う

ち
輸

送
量

が
低

迷
し

て
い

る
系

統
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
利

用
促

進
や

系
統

維
持

に
向

け
県

や
関

係
者

と
連

携
し

て
取

組
を

実
施

さ
れ

る
よ

う
期

待
し

ま
す

。

事
業

者
が

路
線

を
継

続
し

て
維

持
し

て
い

け
る

よ
う

、
市

と
し

て
も

利
用

状
況

の
把

握
を

定
期

的
に

行
な

っ
て

い
る

。

市
と

し
て

も
利

用
状

況
の

把
握

を
定

期
的

に
行

い
、

必
要

で
あ

れ
ば

事
業

者
や

沿
線

利
用

者
と

協
働

し
て

ダ
イ

ヤ
の

見
直

し
等

を
検

討
し

て
い

く
。

※
前

々
回

:
令

和
4
年

3
月

1
0
日
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6
.計

画
・

評
価

の
推

進
体

制

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

公
共

交
通

会
議

❶
❷

❸
❹

❺
❻

主
な

行
事

◆
★

◆

実
施

す
る

こ
と

【
公

共
交

通
会

議
の

実
施

状
況

（
直

近
1

年
程

度
）

】

・
令

和
４

年
度

第
３

回
１

月
1

0
日

主
な

議
題

:
事

業
評

価
、

令
和

５
年

４
月

の
ダ

イ
ヤ

変
更

、

R
５

年
度

版
公

共
交

通
時

刻
表

、
ボ

ン
ネ

ッ
ト

バ
ス

イ
ベ

ン
ト

報
告

・
令

和
４

年
度

第
４

回
（

書
面

）
主

な
議

題
:

R
４

年
度

補
正

予
算

案
、

お
か

げ
バ

ス
デ

マ
ン

ド
の

運
行

事
業

者
、

R
５

年
度

版
公

共
交

通
時

刻
表

・
令

和
５

年
度

第
１

回
4

月
1

4
日

主
な

議
題

:
事

業
計

画
、

夜
間

早
朝

交
通

対
策

部
会

の
報

告

・
令

和
５

年
度

第
２

回
6

月
2

0
日

主
な

議
題

:
事

業
報

告
、

令
和

５
年

1
0

月
の

ダ
イ

ヤ
変

更
、

フ
ィ

ー
ダ

ー
計

画
認

定
申

請

夜
間

早
朝

交
通

対
策

部
会

の
報

告
（

タ
ク

シ
ー

実
証

事
業

）

年
間

単
位

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

事
業

実
施

D
今

年
度

事
業

の
検

証
C

P

次
年

度
事

業
計

画
の

検
討

実
施

状
況

確
認

、
課

題
改

善
検

討

A

確
保

維
持

改
善

計
画

第
三

者
評

価
委

員
会

次
年

度
予

算
要

求

P
伊

勢
市

地
域

公
共

交
通

計
画

の
策

定
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（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名： 令和５年度地域公共交通確保維持改善計画（地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係）

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

公共交通サービスの地域格差の是正
や、交通弱者への病院や商業施設等
への日常的な交通手段の提供、市内
を放射状に運行する路線バスへの補
完など、公共交通サービスの充実を図
るため、公共交通の不便な地域のほか
市内の主要な施設を結ぶ路線を運行

【全体評価】
・おかげバスの目標は、利用者数をコロナ前の令和元年度水
準に回復するというものである。
・沼木バスの目標は、利用者数が補助基準の下限基準（片道
あたり1名以上乗車）
・目標値を超えたものについては「Ａ評価」、目標値と実績値で
の比較で達成率90％以上のものを「Ｂ評価」、それ未満を「C評
価」とする。

鹿海・朝熊線(R4.10～R5.9)
〔いせトピア～朝熊町～いせトピア〕

C
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：11,300人　　　　　目標：970円
実績：8,462人　　　　　　実績：1,300円

東大淀・明野・小俣線(R4.10～R5.9)
〔伊勢赤十字病院、小俣図書館～近鉄
明野駅前～山大淀〕

A
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：20,300人　　　　　目標：1,450円
実績：22,750人　　　　　実績：1,290円

二見線(R4.10～R5.9)
〔松下広場～浜郷小学校前、山商口～
五十鈴川駅〕

C
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：16,600人　　　　　目標：1,130円
実績：11,963人　　　　　実績：1,570円

辻久留・藤里線(R4.10～R5.9)
〔大倉うぐいす台～勢田町～伊勢市役
所正面〕

C
【利用者数】　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：18,200人　　　　目標：1,070円
実績：12,629人　　　　実績：1,540円

環状線(R4.10～R5.9)
〔伊勢市駅前～伊勢病院前～伊勢市
駅前〕

A
【利用者数】　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：48,500人　　　　目標：900円
実績：56,141人　　　　実績：770円

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（１）
〔床ノ木～横輪口～神薗〕
(R4.10～R5.9)

A
【利用者数】
目標：311人　　実績：　324人

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（２）
〔床ノ木～横輪口〕
(R4.10～R5.9)

C
【利用者数】
目標：933人　　実績：　70人

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（３）
〔床ノ木～横輪口～津村口〕
(R4.10～R5.9)

C
【利用者数】
目標：311人　　実績：　110人

沼木地区自主運行バス　南伊勢高校
度会校舎前連絡
〔川口～南伊勢高校度会校舎前〕
(R4.10～R5.9)

C
【利用者数】
目標：311人　　実績：　92人

沼木地区自主運行バス　市内連絡・買
物用（１）
〔床ノ木～沼木神社北～津村～度会町
役場前〕
(R4.10～R5.9)

B
【利用者数】
目標：1,555人　　実績：1,515人

伊勢地域公共交通会議

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

伊勢市

三重交通株式会社

コミュニティバスの運行維持
⇒コミュニティバス運行により、

自らの移動手段を持たない交通
弱者に対し買い物・通院等の移
動手段について、維持・確保を

実施。

おかげバス環状線の運行と市
内を運行する路線バス等の利

用促進
⇒令和２年４月からの本格運行
を開始後、感染症の影響を受け
つつも継続的な運行を実施し、
利用者数は増加傾向。環状線と
おかげバスの他の路線、路線

バス、鉄道および地域運営乗合
タクシーとの乗り継ぎの際の、

乗継割引を継続して実施。

周知・利用促進活動の継続的
な実施

⇒今年度から再開した伊勢まつ
りでのブース出展において、より
幅広い層にブースに立ち寄って
もらえるよう、三重県のリニアの

PRと併せて出展。

観光目的による公共交通機関
の利用促進

⇒摂社や末社を含めた神宮125
社を公共交通機関で訪れてもら
えるようなモデルコースを作成
中で、市内の観光路線（外宮内
宮線など）以外の利用につなげ

ていきたい。

A

計画どおりバスを運行するととも
に、周知利用促進活動も実施す
るなど、事業は適切に実施され

た

・おかげバスについては、東大淀・明
野・小俣線と環状線を除きコロナ前の
利用者数には戻っていない。東大淀・
明野・小俣線は日赤へ発着する本数を
増やすなどダイヤの改善で利用が回
復した。元年度水準とする目標は高
かったものの、利用が回復していない
路線での大幅なダイヤ改正は行ってお
らず、利用の調査やバス停位置や路
線の再編、非利用者のニーズ調査等
を勘案したダイヤ改正などの検討を
行っていく必要がある。

   ・沼木バスの利用は、コロナ禍から
回復傾向であるものの、毎朝の通学で
の定期利用によって補助基準を満たす
系統があるのみである。さらに、通学
利用も定期利用の高校生の卒業で厳
しいものとなる。地域間幹線系統の路
線バスとの接続は可能な限り実施して
いるため、それも含めて沼木バスのア
ピールをしていくことや沼木バスの利
用のニーズに合わせてダイヤや停留
所の調整を行わなければならない（予
約制のデマンドも同様）。

・公共交通機関の周知・啓発手段とし
て、時刻表の作成配布、広報誌での情
報発信、バスの乗り方＆交通安全教
室の開催、バスポスターコンクールな
どを実施している。令和5年度は高齢
者を対象とした乗り方教室を行うことが
できなかった。募集して申込を待つの
ではなく、こちらから呼びかけて乗り方
教室の開催を実施する必要がある。観
光目的の公共交通機関による来訪も
回復基調であることから、流れに乗っ
て観光部署や関係事業者との連携で
市外への周知・利用啓発にも取り組ん
でいきたい。

・バスの利用環境の改善策として、環
状線における乗継割引券のサービス
や、標準的なバス情報フォーマットＧＴ
ＦＳ-ＪＰでのデータ提供、キャッシュレ
ス決済サービスを継続して行う。また、
路線バスで開始したGoogleマップのリ
アルタイム表示のおかげバスでの導入
や、アプリでのおかげバス1日券の販
売も順次実施し、利用の心理的ハード
ルが下がる取り組みを続けていきた
い。

1/4
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議案第２号 

 

令和６年度 伊勢市コミュニティバスの運行及びダイヤ変更について 

 

１ おかげバス 

（１）運行期間：令和６年４月１日～令和７年３月 31 日（1/1～1/3 は運休） 

 （２）運行路線： 

全６路線 

    環状線、御薗線、辻久留・藤里線、東大淀・明野・小俣線、 

鹿海･朝熊線、二見線 

（３）ダイヤ変更（案）について 

   1）変更する路線 

     辻久留・藤里線 路線図は別紙１ 

   2）変更内容 

     「伊勢やすらぎ公園」に停車する便を追加 改正後のダイヤは別紙２ 

〔おかげバスの停車便数〕 

【現 在】 

行 先 停車便 備 考 

宇治山田駅方面行き ５便 
（計３便が停車） 

大倉うぐいす台方面行き ２便、４便 

      

【変更後】 

行 先 停車便 備 考 

宇治山田駅方面行き ５便、９便 
（計５便が停車） 

大倉うぐいす台方面行き ２便、４便、６便 

地域公共交通確保維持改善事業〔フィーダー路線〕の補助対象系統 

3）変更理由 

     やすらぎ公園無料送迎バス廃止（R６.４.１）予定に伴う追加停車 

     （参考） 

       ①現在のやすらぎ公園無料送迎バス運行時刻表   参考資料１  

       ②やすらぎ公園無料送迎バスの年間利用者数   

年 度 往路利用者 復路利用者 計 

令和元年度 5,616 人 5,680 人 11,296 人 

令和２年度 3,692 人 3,737 人 7,429 人 

令和３年度 3,522 人 3,556 人 7,078 人 

令和４年度 3,537 人 3,593 人 7,130 人 
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③おかげバス 辻久留・藤里線の年間利用者数 

年 度 利用者数 

令和元年度 17,900 人 

令和２年度 11,897 人 

令和３年度 11.116 人 

令和４年度 11,766 人 

4）運賃等 従前どおり 

  5）改正日 令和６年４月１日（月） 

（４）運行事業者：三重交通（株）（予定） 

 

 

２ おかげバスデマンド（予約制） 

（１）運行期間：令和６年４月１日～令和７年３月 31 日 

（1/1～1/3 は運休、沼木バスデマンド（予約制）は加えて日曜も運休） 

 （２）運行路線：全３路線〔区域運行〕 

  小俣・粟野デマンド（予約制） 「湯田・新村方面、粟野団地・植山方面」 

御薗・小木・田尻デマンド（予約制） 

沼木バスデマンド（予約制） 

 （３）ダイヤ変更（案）について 

    1）変更する路線 

     小俣・粟野デマンド（予約制）「粟野団地・植山方面」 路線図は別紙３ 

    2）変更内容 

     1 日５便運行を６便運行に増便します。 改正後のダイヤは別紙４ 

      （内訳）左回り３便（そのまま） 

右回り２便→３便（増便） 

    3）変更理由 

   ・右回りの午前中の便の新設 

    東大淀・明野・小俣線への乗り継ぎ 

鉄道との乗り継ぎなどを考慮 

 ※乗り継ぎは、別紙４の下段を参照 

4）運賃等 従前どおり 

5）改正日 令和６年４月１日（月） 

（４）運行事業者：入札により決定（１月末頃に決定予定） 

 →決定後、あらためて報告します。 
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３ 沼木バス（沼木地区自主運行バス）  ※変更なし 

（１）運行期間：令和６年４月１日～令和７年３月 31 日（日曜、1/1～1/3 は運休） 

 （２）運行路線：１日 11 便運行 

    ・床ノ木→神薗（１便/日） 

・川口→南伊勢高校度会校舎前（１便/日） 

・横輪口～床ノ木（３便/日） 

・床ノ木～度会町役場（５便/日） 

・津村口→床ノ木（１便/日） 

（３）運行事業者：沼木まちづくり協議会（予定） 

 



 別紙１  
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送迎バス運行時刻表

　　運行経路
　　　　やすらぎ公園⇒県庁舎前（ナカミチ前）⇒伊勢市駅⇒宇治山田駅⇒外宮前⇒やすらぎ公園

　　時刻表

やすらぎ公園発 県庁舎前

（ナカミチ前）発
伊勢市駅発 宇治山田駅発 外宮前発

8:50 8:55 9:00 9:02 9:05

9:50 9:55 10:00 10:02 10:05

10:50 10:55 11:00 11:02 11:05

11:50

12:50 12:55 13:00 13:02 13:05

13:50 13:55 14:00 14:02 14:05

14:50 14:55 15:00 15:02 15:05

15:50

　　バス停案内

●

県

庁

　　                ● 舎

　　　　　　　●

ナカミチ　

         ● 停留所

運行日：月曜日から土曜日

運休日：日曜日、祝祭日、１２月２９日から 翌年１月３日までは運休となります。

※ただし、お盆（８/１３～８/１５）、彼岸の中日は運行します。

※帰りの乗客があれば運行

※帰りの乗客があれば運行

伊勢市駅
宇
治

山
田
駅

市役所

外 宮

※

※

●

7



 別紙３  
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小俣・粟野デマンド（予約制）

R6.3.31まで 5便/日
粟野団地・植山方面（左回り） 粟野団地・植山方面（右回り）

バス停名 左1便 左2便 左3便 バス停名 右1便 右2便

ベリー小俣店 8:40 10:00 14:00 ベリー小俣店 12:15 16:00

小俣図書館 8:42 10:02 14:02 小俣図書館 12:17 16:02

小俣総合支所前 8:44 10:04 14:04 小俣総合支所前 12:19 16:04

小俣郵便局前 8:45 10:05 14:05 小俣郵便局前 12:20 16:05

小俣 8:46 10:06 14:06 トライアル伊勢店 12:24 16:09

ＪＲ宮川駅前　　 8:47 10:07 14:07 ＪＲ宮川駅前 12:26 16:11

南本町 8:49 10:09 14:09 近鉄小俣駅口 12:29 16:14

上地南 8:54 10:14 14:14 上野依 12:35 16:20

粟野団地 8:58 10:18 14:18 植山町 12:38 16:23

ザ・ビッグエクスプレス 9:03 10:23 14:23 高砂寮 12:47 16:32

松倉農村公園 9:06 10:26 14:26 松倉農村公園 12:49 16:34

高砂寮 9:08 10:28 14:28 ザ・ビッグエクスプレス 12:52 16:37

植山町 9:17 10:37 14:37 粟野団地 12:57 16:42

上野依 9:20 10:40 14:40 上地南 13:01 16:46

近鉄小俣駅口 9:26 10:46 14:46 南本町 13:06 16:51

ＪＲ宮川駅前　　 9:29 10:49 14:49 ＪＲ宮川駅前 13:08 16:53

トライアル伊勢店 9:31 10:51 14:51 小俣 13:09 16:54

小俣郵便局前 9:35 10:55 14:55 小俣郵便局前 13:10 16:55

小俣総合支所前 9:36 10:56 14:56 小俣総合支所前 13:11 16:56

小俣図書館　　 9:38 10:58 14:58 小俣図書館 13:13 16:58

ベリー小俣店 9:40 11:00 15:00 ベリー小俣店 13:15 17:00

★おかげバス東大淀・明野・小俣線乗り継ぎ

左1便小俣図書館9：38→9：44発日赤行き

左2便小俣図書館10：58→10：59発日赤行き

日赤13：15発からベリー小俣着13：49着→左3便14：00発
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小俣・粟野デマンド（予約制）

R6.4.1からの（案） 6便/日
粟野団地・植山方面（左回り） 粟野団地・植山方面（右回り）

バス停名 左1便 左2便 左3便 バス停名 新右1便
新右2便
現右1便

新右3便
現右2便

ベリー小俣店 8:40 10:00 14:00 ベリー小俣店 11:10 12:15 16:00

小俣図書館 8:42 10:02 14:02 小俣図書館 11:12 12:17 16:02

小俣総合支所前 8:44 10:04 14:04 小俣総合支所前 11:14 12:19 16:04

小俣郵便局前 8:45 10:05 14:05 小俣郵便局前 11:15 12:20 16:05

小俣 8:46 10:06 14:06 トライアル伊勢店 11:19 12:24 16:09

ＪＲ宮川駅前　　 8:47 10:07 14:07 ＪＲ宮川駅前 11:21 12:26 16:11

南本町 8:49 10:09 14:09 近鉄小俣駅口 11:24 12:29 16:14

上地南 8:54 10:14 14:14 上野依 11:30 12:35 16:20

粟野団地 8:58 10:18 14:18 植山町 11:33 12:38 16:23

ザ・ビッグエクスプレス 9:03 10:23 14:23 高砂寮 11:42 12:47 16:32

松倉農村公園 9:06 10:26 14:26 松倉農村公園 11:44 12:49 16:34

高砂寮 9:08 10:28 14:28 ザ・ビッグエクスプレス 11:47 12:52 16:37

植山町 9:17 10:37 14:37 粟野団地 11:52 12:57 16:42

上野依 9:20 10:40 14:40 上地南 11:56 13:01 16:46

近鉄小俣駅口 9:26 10:46 14:46 南本町 12:01 13:06 16:51

ＪＲ宮川駅前　　 9:29 10:49 14:49 ＪＲ宮川駅前 12:03 13:08 16:53

トライアル伊勢店 9:31 10:51 14:51 小俣 12:04 13:09 16:54

小俣郵便局前 9:35 10:55 14:55 小俣郵便局前 12:05 13:10 16:55

小俣総合支所前 9:36 10:56 14:56 小俣総合支所前 12:06 13:11 16:56

小俣図書館　　 9:38 10:58 14:58 小俣図書館 12:08 13:13 16:58

ベリー小俣店 9:40 11:00 15:00 ベリー小俣店 12:10 13:15 17:00

★新右1便からの各種乗継ぎ

●東大淀・明野・小俣線への乗継ぎ　・ベリー小俣店12：10着→12：27発伊勢赤十字病院行き

●東大淀・明野・小俣線からの乗継ぎ　・伊勢赤十字病院10：29発からベリー小俣店11：01着→11：10発

●ＪＲへの乗継ぎ　・ＪＲ宮川駅前12：03着→宮川駅12：38発普通伊勢市行き

　　　　　　　　　　　　・ＪＲ宮川駅前12：03着→宮川駅12：08発普通亀山行き

●ＪＲからの乗継ぎ　・伊勢市駅10：54発から宮川駅11：01着→ＪＲ宮川駅前11：21発

●近鉄からの乗継ぎ　・伊勢市駅11：12発から小俣駅11：16着→近鉄小俣駅口11：24発
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報告第１号 

 

専門部会「夜間早朝交通対策部会」の内容について 

 

 

伊勢地域公共交通会議の専門部会「夜間早朝交通対策部会」が、以下のとおり開催

されましたのでご報告いたします。 

 

第５回 夜間早朝交通対策部会 

１．開催日時  令和５年 11 月 13 日（月）14 時 30 分～15 時 30 分 

 

２．内容  

 （1）観光地における夜間のタクシー増車配備の実証事業に係るデータ分析 

   別紙１ 《第１期 調査概要 説明書》 

   別紙２ 《第２期 利用者調査 報告書》 

   （2）観光地（伊勢市）における夜間のタクシー増車配備の実証事業（第 2期）の実施

について 

 別紙３ 

 

※議事概要は参考資料を参照 

 

 



Administrator
テキストボックス
別紙１



Ⅰ 調査の概要................................................................... 1 

Ⅱ 調査結果の概要............................................................... 2 

① 全調査期間におけるタクシーの配車依頼への対応状況......................... 2 

② 曜日・時間帯別で見たタクシーの配車依頼への対応状況....................... 3 

③ 配車依頼に対応できなかった理由........................................... 4 

④ 夜間のタクシー増車配備の実証事業からの必要推計台数....................... 5 

 

 



1 

 

 

 

 



2 

 

 

 

 



3 

 

 

 

 

 

【時間帯別で見たタクシーの対応可能・不可率】 （％） 



4 

 

 

 



5 

 

 

 

 

１日あたり １日あたり １日あたり
Ⓐ Ⓑ Ⓒ

総配車依頼件数の80％に
対応するために必要な台数

（理論値）

実証期間中に
配備できた台数

（実績値）

追加で必要となる台数
[Ⓐ－Ⓑ＝Ⓒ]
（理論値）

（台） （台） （台）
20～21時 21.9 18.1 3.7
21～22時 20.5 17.5 3.0
22～23時 17.8 15.9 1.9
23～24時 16.9 14.9 2.0
20～21時 19.1 17.7 1.4
21～22時 18.8 17.2 1.6
22～23時 16.5 15.8 0.7
23～24時 16.5 14.7 1.8
20～21時 23.0 18.8 4.2
21～22時 20.1 18.0 2.1
22～23時 17.5 16.3 1.2
23～24時 17.5 15.4 2.0
20～21時 23.5 18.0 5.5
21～22時 22.6 17.3 5.3
22～23時 19.4 15.6 3.9
23～24時 16.7 14.6 2.2

項目

総
数

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日



 

 

 

 

観光地における夜間のタクシー増車配備の 

実証事業に係るデータ分析業務 

 

≪第１期 利用者調査 報告書≫ 

 

 

 

令和５年 10 月 27 日 

株式会社百五総合研究所 

 

Administrator
テキストボックス
別紙２
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Ⅰ 調査の概要 

 

１.調査の目的 

 タクシーを手配するホテル・旅館・飲食店等及びタクシー利用者からみた需給状況

を把握する。 

 

２.調査の概要 

 利用者向け調査 

【調査期間】 

 令和５年８月３日（木）～令和５年９月 30 日（土） 

※期間内の木、金、土曜日の 20 時～24 時の乗車を対象 

 【対象者】 

 本事業期間中に、タクシーをご利用いただいた方、タクシーを利用したかった

が、配車できなかった方 

【調査方法】 

 本事業のチラシや連絡先カードに記載の二次元コードや URL からアクセスし

WEB 上で回答 

 【回収結果】 

     ・回答件数：35 件 

 

３.集計について 

 不明回答（回答なし）については、総件数に含めず算出しています。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

 回答者の属性は、「個人の方」が 48.6％、「ホテル・旅館・飲食店の方」が 51.4％

となった。 

 居住地は、「伊勢市内」が最も高く 58.8％、次いで「伊勢市外の三重県」が

29.4％、「それ以外」が 11.8％となり、市民の利用が最も多くなった。 

 タクシーを手配（乗車）「できた」人は 90.9％、「できなかった」人は 9.1％とな

った。 

 タクシーの手配（乗車）方法は、「電話で手配（予約）した」が最も高く、

76.7％、次いで、「待機所等から直接乗車した」が 13.3％、「アプリで手配（予

約）した」が 6.7％となった。 

 タクシーを手配できた方が、手配したタクシー事業者は、「三重近鉄タクシー」の

割合が 43.3％と最も高く、次いで、「安全タクシー三重」が 26.7％、「三交タクシ

ー」が 13.3％となった。 

 電話で配車を依頼してからの到着時間は「10 分程度」が最も高く 56.5％となり、

15 分以内での到着が９割強となった。 

 電話をしたタクシー事業者数は、「１社」が最も高く 56.5％、次いで、「３社」が

21.7％、「２社」が 17.4％となった。 
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◇すべての方（回答者） 

【問１ 回答者の属性（回答数:35 件）】 
 アンケートのご回答者様についてお教えください。 

 

 

【問２ 居住地（回答数:17 件）】 
 お住いの地域についてお教えください。 

 

 
【問３ タクシーの手配（乗車）の可否（回答数:33 件）】 

タクシーの手配（乗車）の可否についてお教えください。 

 

 
【問４ タクシー手配の方法（回答数:30 件）】 
 タクシーの手配（乗車）方法についてお教えください。 

 
  

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 
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◇利用できた方（回答者） 
【問５ タクシーの利用日（回答数:28 件）】 
 タクシーを利用された（または利用される）日にちをお教えください。 

 

（％） 
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【問６ タクシーの利用時間帯（回答数:30 件）】 
 タクシーを利用された（または利用される）時間帯をお教えください。 

 

 
【問７ 利用したタクシー事業者（回答数:30 件）】 
 配車されたタクシー会社名をお教えください。 

 
 
 
 
 
 

（％） 

（％） 



6 

 

【問８ 手配してからタクシー到着までの時間（回答数:23 件）】 
 手配（予約）完了後、タクシー到着までのおおよその時間をお教えください。 

 

 

【問９ 電話されたタクシー事業者数（回答数:23 件）】 
 何社のタクシー会社にお電話されましたか。 

 

 

  

（％） 

（％） 
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◇利用できなかった方 

【問 10 タクシーを利用したかった日（回答数:３件）】 
 タクシーを利用したかった（利用希望だった）日にちをお教えください。 

 

（％） 
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【問 11 タクシーを利用したかった時間帯（回答数３件）】 

 タクシーを利用したかった（利用希望だった）時間帯をお教えください。 

 

 

【問 12 電話されたタクシー事業数（回答数:３件）】 

 何社のタクシー会社にお電話されましたか。 

 

  

（％） 

（％） 
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◇すべての方（回答者） 

【問 13 夜間帯の適切だと感じる迎車料金（回答数:32 件）】 
伊勢市において、夜間（20 時～24 時）タクシーが利用したい場所におらず、タクシー
を手配し迎えに来てもらう場合、上乗せするタクシー料金としておおよそいくら程度が
適切だと考えますか。 

平均:約 382 円 

 

 

 
【問 14 自由記述】（回答数:14 件） 
 伊勢市において、夜間（20 時～24 時）タクシーの手配（乗車）や、お電話いただいた

際の対応、配車状況などについて、ご意見等ございましたらご記入ください。 

◇謝辞的な記述（回答数４件） 
 

敏速な対応して頂き気持ちよく乗車できました。 

 

思ってたより早く来て頂いた。 

 

今後も大変でしょうが、お続けいただくと助かります。 

 

素早い対応をしていただきました。 

 

◇改善に向けたご意見（回答数:10 件） 

タクシーいきなり多すぎます。もっと少しずつ試験していけばいいかと思います。タクシ

ーが増えてもタクシーが余ってきたら経費の無駄にもなると思いますよ。それと、夜間に

高齢のドライバーが多すぎて困りますし運転が乱暴です。目が見えてないのか車間距離

は、詰めるし曲がり角も、もう少しスピードを控えてほしいです。以前入社したばかりっ

て人が当たりましたが、以前も運転手をしていたみたいで、結構落ち着いて運転されて楽

しかったです。老人廃止の声は、良く近所でも聞くので年齢も若くしていけばいかがでし

ょうか。 

 

料金 100円 150円 200円 300円 400円 500円 600円 800円 1000円
回答件数 6 1 1 7 1 12 1 1 1
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対応が悪い会社や電話に出ない会社が多い。Ａ社は、比較的時間がかかっても来てくれる

が、「満車です」だけで全く対応してくれない会社が多い。電話番号によって電話に出ない

とかもあり、（Ｂ社）常連店の電話であればすぐに配車するのに、そうでも無い所は断って

いる事も頻繁にある。これは、法に抵触していないのですか。ギリギリグレーゾーンです

か。とても気分が悪くなる時が多々あります。改善をお願いします。 

 

Ｃ社は電話に出ませんでした。 

 

1 社対応が悪い 

 

タクシーがいなかったので電話するにも、ほとんどのタクシー会社は電話がつながらず、

仕方なくタクシー乗り場まで歩いてつかまえた。乗ったら乗ったで、酒臭放つ運転手だっ

た。 

 

宿泊業として、食事後、伊勢の歓楽街に出かけられる方々が、伊勢市駅周辺施設から出か

けるのは徒歩で、帰還時やはり飲酒されている都合でタクシーを使う場合、もしもタクシ

ーがない場合、どうしても迎えを施設に頼ります。施設スタッフも深夜のお客様のお迎え

負担が大変です。 

 

全く捕まらないのは、観光都市として、ダメだと思う。 

 

7 月の下旬ですが、本当は 20 分後くらいに来て欲しかったのですが、時間は指定出来ない

けど駅から行くからそれくらいにはなると言われてお願いしました。すると 10 分くらいで

到着されたので 5、10 分くらい待ってもらえますか？とお願いしたら「忙しいから無理！

違う車呼んで」と言って帰って行きました。もう一度同じ会社に電話して手配してもらい

ました。待ってくれる人もいます。運転手さんによるんですかね。 

 

電話しましたが、当然のことながら配車に出ている車が二台程度なので、お迎えに 1時間

半以上かかると言う連絡。仕方なく待ちましたが、途中でやはり長くなったということで

諦めて歩いて帰りました。また、Ｄ社など、前に運転手ドライバーなどがいたのですが、

10 時位に乗せてもらえますかと言ったところもう終わったので伊勢市駅前まで行ってくだ

さいと言う風な対応。 



                             

【説明資料】 三重県 地域連携・交通部 交通政策課 

「観光地（伊勢市）における夜間のタクシー増車配備の実証事業（第２期）」 

の実施について 
   

● 要点 

 観光地（伊勢市）における夜間のタクシー増車配備の実証事業について、第 1 期の結果

をふまえ、曜日では特に土曜日、時間帯では 20 時から 22 時にかけてさらに増車を図るな

どして、第 2期の実証事業を実施する。 

 

● 実施内容 

（１）【実施期間】 

（第 1 期）令和 5年 8 月 3日（木）～9月 30 日（土）の木、金、土曜の計 27 日（実施済） 

（第 2 期）令和 5 年 11 月 30 日（木）～翌年 2月 10 日（土）の木、金、土曜の計 21 日 

 ※ただし、令和 5 年 12 月 21 日（木）～翌年 1月 13 日（土）の期間は除く。 

 

（２）【実施時間】 

 ・実施期間の 20 時から 24 時まで 

（３）【タクシー事業者】 

・５社 

 
 

（４）【調査】 

  ・供給側であるタクシー事業者のうち３社及び需要側であるホテル、旅館、飲食店等

の両者において調査を実施する。 

（５）【事業継続に向けて】 

  ・第 1 期及び第 2 期の実施結果をふまえ、来年度以降の持続可能性を確保するために

必要な対策について、伊勢市で検討するよう引き続き支援していく。 

（６）【補足】 

  ・11 月 13 日の部会での議論もふまえ、関係者と調整を行い、三重県及び伊勢市から

公表する。 

20～21時 19 19（3）
21～22時 19 19（3）
22～23時 17 19（3）
23～24時 16 19（3）
20～21時 23 24（8）
21～22時 20 24（8）
22～23時 18 21（5）
23～24時 17 21（5）
20～21時 24 24（8）
21～22時 23 24（8）
22～23時 19 21（5）
23～24時 17 21（5）

※20時以降の全体配備台数                   （１日あたりの台数）

土
曜
日

必要台数
（第1期の結果に基づく推計値）

第２期の配備台数（うち増車数）項目

木
曜
日

金
曜
日

Administrator
テキストボックス
別紙３



 

 

第７ 回 夜間早朝交通対策部会 議事概要 

 

１  日時及び場所 令和５ 年 11 月 13 日（ 月） 14 時 30 分～15 時 30 分 

 伊勢市役所 東館 4 階 4－2 会議室 

 

２  出席者    出席者 19 名   

 

３  内 容 

（ １ ）「 夜間のタ ク シー増車配備の実証事業」 について 

【 三重県】  

・ 第 1 期の調査結果と 第 2 期の実施概要について説明し た。  

【 二見旅館組合】  

・ 旅館側の感覚と し ては、 タ ク シーの配車依頼への対応状況のグラ フ の「 不可」 と 「 可」 の

割合が逆で、 配車でき なかっ た割合が高かっ たのではないか。  

・ コ ロ ナ明けによるイ ベント の復活などで、 土曜日の需要はより 増えてく ると 予想さ れる。

イ ベント の影響で 10 名以上の団体客が増えてき ている状況だ。  

・ 年末年始が増車計画から 外れると いう こ と は、通常の台数なのか、それだと 少ないのでは。

希望を 言う と 、 年末年始の期間も タ ク シーの増車を 実施し てほし い。  

 【 三重県】  

・ 年末年始は繁忙期なので、 タ ク シー事業者側で平常時より も 増車し ても ら える と 考える。 

 【 三重運輸支局】  

・ 増車等の実施の際も 、 運転手の労働時間の決まり を 遵守し なければなら ない。  

  【 三重県タ ク シー協会】  

  ・ 各社にお願いし 、 昼間のタ ク シーが減るなどし わ寄せがいかないよう にし ていく 。  

  ・ なお、 伊勢志摩交通圏はタ ク シード ラ イ バーが増加し ている。  

 【 部会長】  

  ・ 代行運転業者の数はどう なっ ているのか。  

 【 二見旅館組合】  

  ・ 代行運転については、 稼働し ている車両が減少し ていると 思われる。  

 【 二見旅館組合】  

  ・ こ の実証事業については、 タ ク シー運転手の認知度にも 問題がある。 こ の事業の必要性が

理解さ れていないよう な発言が見受けら れたこ と も あっ た。  

 

参考資料 
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  【 伊勢まちづく り 株式会社】  

   ・ アンケート の回答数が少ないので回答数が少ないので、調査方法の手法に改良が必要で

はないか。実際の状況と データ の結果にかい離があるのも 、駅前等での乗り 込みが反映

さ れていないと いう のも ある。  

    旅館や飲食店、 利用者側（ 需要側） のアンケート 調査が実際の感覚に近いと 思われる。 

  【 伊勢フ ード サービス組合】  

・ アンケート の回答数が少なかっ たのは申し 訳なかっ たが、 旅館や飲食店側と し てはタ ク

シーを 呼ぶので精一杯で、 アンケート の回答まで手が回ら ない状況になっ ている。  

・ アンケート に詳し く 書かれすぎていて、従業員等に重要性が理解さ れなかっ たと 考える。

シンプルにし たほう がよい。  

・ タ ク シーに乗車中に回答し ても ら う のが一番確実なのではないか。  

  【 三重県】  

   ・ 乗り 込みの数は把握し ているが、 乗車の可否まで調査するのはこ ちら で対応が難し かっ

たため、 一旦は電話での配車予約の結果を も っ て乗車可否の調査と さ せていただく こ と

と し た。  

・ アンケート は回答し やすいよう に改良を 加え、 協力し ても ら えるホテルや飲食店等の事

業者を 直接アプローチする方法を 考えている。  

  【 部会長】  

   ・ 需要側の事業者（ の従業員） にはアンケート の重要性について、 より わかり やすく 説明

する必要がある。 また、 アンケート を 答えた際にはイ ンセンティ ブを つけるべき 。  

  【 二見旅館組合】  

   ・ 夜間や昼間に関係なく 、 タ ク シーを 利用し たい方が情報を 得るためのチラ シがあると あ

り がたい。タ ク シーの情報を 宿泊客に渡せる何か一覧表（ 例えば名称、住所、電話番号、

営業時間が記載） があれば便利だ。  

  【 三重県タ ク シー協会伊勢志摩支部】  

   ・ 日によっ て運転手の配備状況が異なるので営業時間の記載は難し い。  

  【 伊勢まちづく り 株式会社】  

   ・ ミ タ ス伊勢にあるよう な一覧表を 写真で撮っ て印刷するなどし て活用するなどはどう か。 

  【 伊勢フ ード サービス組合】  

   ・ こ の事業によっ て、 以前より タ ク シーが配車でき るよう になっ た。 以前は 3， 4 件かけて

も 断ら れるなどし ていたが、 今では 3 件目には長く ても 15 分程度待てばタ ク シーが来

てく れるよう になっ たので、 効果が出ていると 感じ る。  
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  【 二見旅館組合】  

   ・ 20 分程度待てば、 だいたい来ても ら えている。  

  【 三重県タ ク シー協会】  

   ・ 12 月上旬のボーナス支給時期の木、金、土曜は需要が大変多く なると 予想し ているが、

対応でき るよう に努力し ていき たい。  
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令和５年11月30日（木）～ 令和６年２月10日（土）
上記期間のうち、木・金・土曜日の20時～24時
※令和５年12月21日（木）～令和６年１月13日（土）は除く

タクシー事業者 電話番号
三重近鉄タクシー伊勢営業所 0596-28-3171
安全タクシー三重伊勢営業所 0596-28-8221
三交タクシー伊勢営業所 0596-28-2151

≪実施期間≫

事業名：観光地（伊勢市）における夜間のタクシー増車配備の実証事業
本事業についての問い合わせ先
実施者：三重県地域連携・交通部 交通政策課（☎059-224-2622）
委託事業者：株式会社百五総合研究所（☎059-228-9105）

アンケート
回答者の中から

抽選で
QUOカード
プレゼント！

※調査・事業の詳細は、裏面をご覧ください。

≪増車タクシー事業者 連絡先≫

アンケートの
回答は

こちらから アンケート
実施中

タクシー利用についての



≪本事業について≫

三重県では、伊勢市における夜間のタクシーの充実・確保に向け
て、タクシー事業者及び、伊勢市、旅館、飲食店等と連携してタ
クシー増車配備の実証事業を実施します。

また、伊勢市における今後のタクシー配備の参考とするため、実
証事業にあわせてアンケートを実施しています。10問程度の選択
式の簡単なアンケートです。よりよい環境整備をめざすため、ぜ
ひともアンケートにご協力お願いします。

タクシー事業者 電話番号

三重近鉄タクシー伊勢営業所 0596-28-3171

安全タクシー三重伊勢営業所 0596-28-8221

三交タクシー伊勢営業所 0596-28-2151

≪アンケート調査について≫

・対象のタクシー事業者に配車依頼のお電話をされた、
個人利用者・宿泊施設・飲食店の方（配車ができなかった方も含みます）

・対象の事業者のタクシーに乗車した方

対象者

観光地（伊勢市）における
夜間のタクシー増車配備の実証事業

【二次元コード】

二次元コードまたはURLよりログインしてご回答ください。

【回答ページURL】https://questant.jp/q/23IseTaxi_Qre2nd

アンケート回答者の中から抽選でQUOカードプレゼント！

回答方法

≪増車タクシー事業者 連絡先≫


	スライド番号 1
	スライド番号 2

